
 

 

第118回FM桐生番組審議会　議事録　 

  

1.開催年月日　令和８年５月12日 火曜日 

2.開催場所　　FM桐生３階会議室（桐生市本町５丁目365-１） 

3.委員総数　　８名 

出席委員数　  ６名 

出席委員の氏名　板橋英之、岡野紀子、金子貴征、飯野マリエ、中村昌也、小泉充 

欠席委員の氏名　星野麻実、豊田れい子 

放送事業者側出席者名　坂田道信、天路ひとみ 

  

4.議題（１）聴取番組について委員からの意見と提案 

　　 

5.議事の概要 

　開会 

　挨拶 

　資料配布物の確認 

　　次第・次回聴取番組CD『みどりびより』 

　　（令和８年４月26日（日）放送分) 

　　　　　　  

　報告事項 

　・４月番組改編、新番組、番組表について 

　・５月以降新番組について 

　・shelfs進捗について 

　 

　　次回開催日程　令和８年７月21日（火）19時～ 

  

6.審議内容 

　・放送日時：令和８年３月14日（土）16時00分～16時59分  

　・番組名：『 Song Spin 』 

　・放送形態：生放送 

　・番組内容：あの頃夢中で聴いたフォークやニューミュージック。 

　  深夜のラジオから流れてきたあの歌に、心を重ねた青春の日々。 

　　桐生音協提供の「あみかるコンサート情報」を交えて、 

　　歌とトークでやさしく紡ぐ、懐かしい時間をお届けします。  

  ・出演者：ながやまともこ 　 

　　 

（１）聴取番組について、委員からの意見  

  

 【委員】 

　・安定したテンポと優しい口調で聞き取りやすい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・聴いていてほっこりと癒され、落ち着いた雰囲気は他の番組にはない魅力がある。　　　

　・生放送でありながらゆったりとしており「命」をテーマにしても重たい感じがなかった。

　・選曲が良く、心地よく聞くことができ、つい聴き込んでしまうほど素晴らしい。　　　　

　・リスナーからのメッセージやリクエストに対する受け答えも非常に良かった。 

　・もう少しくだけた雰囲気でも良いかもしれないくらい完璧。 

　・現在の放送時間より、21時以降の夜の落ち着いた時間帯にも合うかも知れない。 

　・選曲は良いが、委員の経験から「懐かしさ」を感じる曲はあまりなく、　　　　　　　　

　　自分があまり曲を聴いてこなかったことにショックを受けた。 

 



【回答】　 

・出演者は司会の経験も有り、テーマやシーンに合わせたトークに長けている。 

・開局当初から関わっており、朝のワイド番組「おはよう桐生」も担当している。 

・コンサート情報も扱うため、音楽に特化している。 

・リスナーとのやり取りがしやすい放送時間帯である。 

・今回の放送は、テーマに沿って特に落ち着いた曲や内容であった。 

 

【その他】 

アプリ「shelfs」関連 

　聞き逃し機能を提供するこのアプリは、今後、番組数と参加局がさらに増える見込み。 

　ジャンル（地域情報、ビジネスなど）に分けて、リスナーが自分でコンテンツをセレクトし

　て聴けるようにすることで、情報資産化への貢献や市場価値の向上が期待される。 

 

新規番組・企画関連 

・群馬大学生による番組は、これまでの関与はあったものの、公式で行うのは初めての試み。 

・学校通信のような、小学生などが関わる番組ができたら良いとの提案が有った。　　　　　

　コロナ禍では、学校の先生からの声を放送するという企画を実施した。 

・番組をやりたいという人が増えている。 

・今後は中継も増やしていきたい意向。 

 

設備・運営関連 

・設備の老朽化に伴う故障を機に、聴取可能な企業・個人へ情報提供の協力を依頼している。 

　　 

7. 審議機関の答申又は意見の概要の公表  

公表の方法  自社番組内での紹介、事務所への備置き、 

自社ホームページ https://www.fmkiryu.jp/へ掲載 

公表の内容  この書類と同様 

公表年月日  送付日と同日 

  

8.その他参考事項　特になし 

 

https://www.fmkiryu.jp/

